別記様式２

履行実績
（業務効率化を目的とした業務工数調査プロジェクト業務委託）
商号又は名称：　　　　　　　　　　
	競争参加資格
	次に掲げる基準を満たす①又は②いずれかの業務を履行した実績を有すること。
なお、①及び②には、業務効率化を目的としたシステム導入時の要件定義等の過程において実施した現状把握及び業務分析を含むものとする。
①業務効率化に係る現状調査・分析、改善策の提案、及びシステム導入までの
一連の業務
②公的機関（国、地方公共団体、独立行政法人、国立大学法人、大学共同利用機　
関法人、特殊法人、特別の法律により設立される法人、認可法人、地方独立行
政法人、公益財団法人又は公益社団法人等をいう。）を対象とした業務工数調
査に係る業務


	業務名称
	

	発注者名
	

	業務内容
	


※記載する件数は１件でよい。
※履行実績として記載した案件に係る契約書の写しと、仕様書等、契約内容を確認できる資料を添付すること。なお、
競争参加資格の要件を満たすことが確認できる資料でなければならず、該当する箇所に下線又はマーカー等を付して
明示すること。
※機密保持上、契約書の写しが提出できない場合には、以下の①及び②に掲げる、発注が確認できる書類と業務完了
が確認できる書類それぞれ1部の提出をもって契約書の写しに代えるものとする。（ただし、別記様式２に記載した発
注者が発行又は承認していることが明示されているものに限る。）
①発注書、請書、業務概要書、業務計画書等
②業務完了報告書、履行証明書、検収書、納品書等
※機密保持上、契約書の写し又はそれに代わる書類の写しにおいて、公開できない部分はマスキングした上での提出が
可能だが、競争参加資格の要件を満たすことが確認できる箇所（業務名称、発注者名、業務内容）は公開すること。
なお、本業務の契約締結後に当該資料の原本の提示を求める場合があるので留意すること。

令和　　年　　月　　日
質問書
独立行政法人日本芸術文化振興会
理　事　長　　　長谷川　眞理子　　殿
	質問者
	
	

	
	【住所】
	

	
	【商号又は名称】
	

	
	【代表者役職及び氏名】
	

	
	
	

	
	【担当部署・担当者名】
	

	
	【担当者連絡先】
	TEL：

	
	
	Mail：


件 名　　業務効率化を目的とした業務工数調査プロジェクト業務委託
以下の内容について御回答ください。
	№
	該当箇所
資料名・頁・項目
	質問事項

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



